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農山漁村いきいきフォーラム 
７月２９日（木）に男女共同参画の推進を目的とした「平

成２２年度農山漁村いきいきフォーラム in 海匝」が東総文化

会館の小ホールで行われました。 

今年度は「海匝の農林水産業を担うホープ達」というテー

マで、農林水産それぞれの分野から事例発表がありました。

水産からは海匝漁業協同組合所属の遠藤 青年漁業士が「こら

からのために（未来へ向けた取り組み）」という題で発表を行

い、日常の操業の様子や日々の取り組み事例を紹介していま

した。会場の 9 割を占める農業関係の方々も普段聞く機会の

あまりない漁業の話に興味深く耳を傾けていました。 

また、NPO 法人農家のこせがれネットワークの宮治勇輔氏

からは、「１次産業をかっこよくて感動があって稼げる３K に」

という題で、養豚業の魅力について講演が行われました。 

銚子市漁業協同組合や海匝漁業協同組合からも、多くの方

が会場に集まり、会場の雰囲気を盛り上げてくれました。 

 

 

インターンシップ 
８月５日（木）・６日（金）

にかけて、高校生を対象とし

た、まき網漁船による乗船・

操業体験（インターンシッ

プ）を実施しました。これは、

次世代を担う若者を対象に

漁業を体験してもらい、新規

漁業就業者の確保・定着を支

援するためのものです。今

回、インターンシップには、

林 青年漁業士（まき網・林

丸）のご協力をいただきまし

た。このインターンシップに

参加した研修生は、旭市内に

在住の高校生で、家では一本

つり漁業を営んでいます。 

インターンシップ当日は、

日の出前に出港し、九十九里

沖から犬吠沖にかけて操業が行われました。この時は、カタ

クチイワシが漁獲され、まき網漁船の操業を直に体験しても

らい、多くの人の手際良い作業を見て、研修生は非常に感心

した様子でした。将来自分が漁業を営んでいくうえで非常に

参考になったとのことで、この２日間は有意義な研修になっ

たことと思います。 

 

       漕出式（小型底びき網） 
８月２６日（木）に小型底びき網（板びき網）の漕出式が

行われました。これは毎年、小型底びき網漁業が解禁（６月

～８月は禁漁期間です。）となる９月１日直前の大安の日に、

大漁と操業安全を祈願して川口沖合いを航行するものです。

当銚子支部所属で、この漁業を営んでいる小畑青年漁業士

は、今漁期こそ大漁であるよう大いに期待をしていました。

出港した各漁船は、河口の「川口神社」付近で旋回を繰り返

し、お神酒を船や海に注ぎ清めながら、約１時間程で漕出式

を終えました。 
ちなみに、昨年の平成２１年は、１０月から１２月にかけ

て大型クラゲが大量に出現し、その大量入網による漁具の破

損や漁獲物の損傷により、一時期操業そのものが成立しなく

なるといった状況になりましたが、今年は、大型クラゲの出

現がなく、大漁と操業安全を祈るばかりです。 

 

 

ヒラメ放流・マダイ中間育成 
ヒラメの種苗放流とマダイの中間育成・放流が今年も 7 月

から 8 月にかけ銚子・海匝・九十九里の管内各地で行われま

した。 

 今年は、天候に恵まれたものの猛暑が続き、マダイの種苗

も夏バテにならないか心配になりましたが、漁業者の皆さん

の努力もあり、マダイの生育は順調でした。８月３１日（火）

に銚子市漁業協同組合外川地区で行われたマダイの放流をも

って管内すべての放流を無事に終えることができました。 

 

 

銚子・海匝 海 匝 

全域 

 ご 意 見 や ご 感 想 、 情 報 提 供 な ど あ り ま し た ら 、  
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